











する多数の文書が収蔵されている。これらの文書は、翻刻され『岐阜県史』 史料編古代 ・ 中世一で 「安養寺文書」 として掲載 ている。「安養寺文書」から、本願寺・朝倉氏・武田氏・織田氏など、奥美濃を取り巻く諸勢力の動向を知るための貴重な手がかりをえることができ、これまで多くの論考で検討がおこなわれていた。　
しかし、 「安養寺文書」七号～九号までの、天正三年五月三日付











は、 『郡上郡史』 ・ 『岐阜県史』通史編近世上・岡村利平氏・楠祐淳氏・吉田義治氏が、当該史料を批判せずに引 そ 前提として、安養寺の飛驒白川への移転の事実をあげている
（３）
。一方、脊


































安養寺宝物館には、 「安養寺文書」 七号 （織田信長朱印状） ・ 八号 （菅
屋長頼奉書）が常設展示されているが、九号（菅屋長頼禁制）は館内にはない。閲覧・撮影申請の許可をして ただいた現住職の楠幹夫氏に所在を質問したが、土蔵に保管されているかもしれないが整理しなければ分からないと回答された。　
以下、三点の史料をそれぞれ［史料Ａ］ ・ ［史料Ｂ］ ・ ［史料Ｃ］と









































































これは、 ［史料Ａ］ ・ ［史










頼」 諱 花押が用いられて る。　
そこで、検証の一環として、他の原本史料の「長頼」の諱の花押
と比較して精査を試みた。比較したのは、次の史料である。・







「安養寺文書」 （ ［史料Ｂ］ ）
　　

























筆先、筆のはらい、筆の角度 ・ 滲みなどの筆致から、 ［史料Ｂ］ ・ ［史
料Ｃ］の花押が、比較した原本史料の花押と同じであるか結論を出せなかった。すなわち、 ［史料Ａ］と同様に、 ［史料Ｂ］ ・ ［史料Ｃ］も原本であると判断できるか微妙である。　
これまでの検証から、 ［史料Ａ］ ・ ［史料Ｂ］ ・ ［史料Ｃ］が、原本














































関わる重要な信長朱印状について明確にしていないのは 作成者の意図なのか、あるいは存在自体に気づかなかったの しれないが、その理由は不明である。 「安養寺文書」にある信長朱印状には言及せず、市橋の名があることは、非常に不可解で　













































。後世に作成された「遠藤記」 ・ 「慶隆御一世聞書」 ・ 「秘聞郡


































へ御音物被下、 頂戴忝候由被申候…（中略）…兼又當郡之儀、 信長、飛州三木方へ出置 従彼国近日、當表へ可及行
ニ
相極候、両遠藤・
諸御門徒之衆申談、是非可抽粉骨候」 、 「近 者、岐阜ヨリ 内ハ手遣可仕之由候間、當 境目至而 両遠藤一城ヲ被申付、其外御門徒中、堅固
ニ
相抱申候、飛州よりも可致乱入事相極候」と、遠藤氏と









































































































































































































































































































































































































































































































































































慶隆）の弟助次郎が名代として、織田方に参陣し、信長の重臣佐久間信盛の組下に配属され、金森長近と共に鳶巣山砦攻撃に加わったとしている。しかし、 『信長公記』 、 「金森先祖書」 ・ 「金森靱負先祖書」（ 『岐阜県飛驒国大野郡史』上巻）には、鳶巣山砦攻撃に参加した部将の中に、遠藤氏一族 名は一切書かれていない。遠藤氏が参陣していたとしたら、長篠合戦以前に郡上を含む奥美濃が なっていたことになる。それならば、何故、金森 近は、越前再征直前まで、大野郡への働きかけをしなかったのか不可解である。　
金森長近の大野郡への調略の時期を考え合わせれば、織田方によ






































































































































































































































































信長への敵対行為になる。この脈絡からすると［史料Ｅ］は、 ［史料Ｆ］と関連し書かれたと判断されよう。具体的には、七月一七日の信長朱印状を受けて、九月一一日時点で京極高次が安養寺乗了に対し還住を強く促し、併せて 顕如 書状を送った 考えられる。しかも、 それ以前に、 高次側から書状を送ったにもかかわらず、返事が来ていないのである。信長の惣赦免を全面的に受け入れた本願寺顕如にとって、還住をせず 退避したままの安養寺乗了は、まさに自らの意向に背く存在となっていた。　
その後も、安養寺乗了は、還住していない。当時、乗了が退避し
ていたことは、既に岡村利平が指摘している。岡村氏 よれば、信長の命令で安養寺乗了は寺を逐われたが、本能寺の変で信長が頓死したことで帰寺することが可能 なった。 の根拠と て、岡村氏は、遠藤盛数書状写・遠藤秀繕書状写を提示された。ただ 、遠藤盛数書状写について、 「左馬允盛数」の署名を不審とし、 息慶隆（盛枝）の誤写ではないかと疑問を呈してい また、岡村氏は、安養寺乗了は二回にわ り寺基を逐われた し、二度目の退避先も飛驒白川であったと推定する。一度目の退避についての詳細な言及はなされていないが、天正一〇年
（一五八二）
三月に教如が郡上経由で
































































































































































































含む美濃の情勢は一変し 信長は郡上を征圧し、越前再征時には郡上から越前大野郡へ金森長近 ・ 原政茂を侵攻させている。この時、一時、本願寺・武田氏・朝倉氏 通じた遠藤盛枝は再び信長に降り金森長近の配下として越前攻撃に参加し、再征後には越前大野郡の






註（１） 「安養寺文書」七 ・ 八 ・ 九号（ 『岐阜県史』史料編古代・中世一、以下、 『岐






（３） 「安養寺文書」一三号、 『郡上郡史合本』 （大衆書房、一九七〇年）二二六
～二二七頁、 『岐阜県史』通史編近世上（岐阜県、一九七八年）八二頁、岡村利平『飛驒編年史要』 （住伊書店、 九二一年）二〇六～二〇七頁、楠祐淳『安養寺の歴史』 （安養寺、一九八五年）七〇～七八頁 吉田義治「寺院明細帳と郡上安養寺」 （ 『岐阜県歴 資料館報』三〇号、 〇七年） 、 同「長支配下における美濃門徒の動向―有力直参寺院安養寺を中心に―」 （ 『花園史学』二八号、二〇〇七年） 、高橋教雄氏は、白川移転にふれていないが当該史料を引用している（高橋教雄『郡上の中世と遠藤慶隆』高橋教雄、一九九八年、二三三頁） 。
（４）脊古真哉「郡上安養寺の成立と展開―初期真宗門流から本願寺教団への





『名古屋大学文学部研究論集』二四、 一九七七年、 『蓮如大系』三、法藏館、一九九六年に所収） 。
（６）三点の史料は、同朋大学仏教文化研究所調査資料として撮影されている
が、スライド使用の小型フィルムで保存されている。現在は、同研究所の旧式器具で閲覧可能であるが、ほとんど拡大できず、文字・花押を正確に確認することは厳しい状況である。
（７） 『家臣辞典』二四〇～二四一頁。（８） 『家臣辞典』二四一頁。（９） 「安養寺文書」一六 ・ 一七 ・ 一八号。（








14） 「安養寺文書」二 ・ 三 ・ 四 ・ 五 ・ 一九 ・ 二〇号、 「寶林寺文書」二 ・ 三 ・ 六 ・ 七 ・ 八 ・九号（ 『岐阜』史補遺） 。
（
15）谷口克広『信長と将軍義昭―連携から追放 包囲網へ― （中央公論社、二〇一四年）一八九～一九〇頁、同『織田信長合戦全録―桶狭間から本能寺まで―』 （中央公論社、二 〇二年）一三六～一三八頁。
（











一九七四年） 、 「本願寺文書」二号（ 『福井県史』資料編二中世、以下、 『福井県史』資料編は、 『福井』と略す） 。
（





一九七九年を戎光祥出版が二〇一三年に復刊 二八五～二八七頁、谷口研語『飛驒三木一族』 （新人物往来社 〇七 一七二～一 四頁。
（





23） 『愛知県史』資料編一一織豊一、 八六七号、以下、 『愛知』と略す。 『大日本史料』一〇―一四、 一四五頁、同 「勝興寺文書」二月二六日付勝興寺宛浅井長政書状の「加治田・つぼ・奈多尾」の部分が、 『富山県史』史料編二中世
　
一八〇三号と『越中真宗史料』越中資料集成別巻一、 一二四頁では、













わざ をえず、この乗了書状を永禄一二年（一五六九）と比定することはできない。旧稿 （ 「白山麓国境地域の検討―越境する人々―」 『若越郷土研究』五八―一、 二〇一三年）では、 「遠藤記」の内容を無批判に典拠 し、遠藤氏が朝倉義景攻撃に加わったと述べた。しかし 本文で検討したように天正元年（一五七三）八月時点で、遠藤氏は安養寺乗了等とともに信長に敵対しており、朝倉義景攻撃に加わることはありえないので、小稿では この点を訂 したい。
（
28） 『信長公記』巻六、 『当代記』 、 「享禄以来年代記」天正元年（ 『続群書類従』二九下） 、 「小川文書」二号（ 『福井』二） 、 「朝倉始末記」 『増訂織田信長文書の研究』四〇六号、以下、 『信長文書』と略す。 「公卿補任」 ・ 「己行記」 ・ 「年代記抄節」 ・ 「異本塔寺長帳」 ・ 「東寺光明講過去帳」 ・ 「慈恩寺金森家過去帳」 ・












七四四 ・ 七四七 ・ 七四八号、
以下、 『静岡』と略す。 「大須賀記」 ・ 「三州本間氏覚書」 ・ 「家忠日記増補」五（ 『大日本史料』一〇ー二四、 一四 ・ 一六 ・ 一八五 ・ 一八六 ・ 一八九 ・ 一九〇頁） 、 『当代記』 、 「享禄以来年代記」 なお、 「享禄以来年代記」では、武田勝頼が九月の帰陣の時に、信州伊奈で祖父信虎と対面したと記すが、信虎は既に三月に死んでいる（ 『甲府市史』史料編一原始・古代・中世、五六八号） 。
（
32） 『信長公記』巻七『戦国遺文』武田氏編三、 二二九五号、 『静岡』七五六・
 




34） 「根尾宗四郎氏所蔵文書」二号（ 『福井』二） 。
（
35） 「朝倉始末記」 、 『信長公記』巻七。
（




研パブリッシング、 二 一 年） 二 ～二八 ・ 二〇五～二〇六頁、 藤本政行 『長の戦国軍事学―戦術家織田信長の実像―』 （ＪＩＣＣ出版局、一九九三年）一八〇頁。
（
38） 『上越市史』別編一上杉氏文書集一、 一二一三号、以下、 『上越』と略す
（




41） 『愛知』一〇三五 ・ 一〇三六 ・ 一〇三八 ・ 一〇四〇 ・ 一〇四一 ・ 一〇四二号。
（




島一向一揆と尾張」 （ 『愛知県史研究』九号、二〇〇五年） 。
（
44） 『信長公記』巻一〇『和歌山市史』四古代・中世史料、戦国 四七 ・ 三五三・
 






一二八九 ・一二九〇 ・一二九一号。毛利輝元は上杉謙信に対し、 「抑信長至紀州雑賀相動、雖送数日候、地下城郭堅固之故、失軍利引退候」と信長は雑賀攻撃に失敗し敗退したと伝えている（ 『上越』一三 二号） 。
（
46）伊賀侵攻は、信長の次男信雄が天正七年（一五七九）に失敗し、伊賀一揆は織田方に降伏はしていない（谷口克広『織田信長合戦全録』二一〇～二一四頁） 。 『三重県史』資料編近世 二〇 ～二〇五 ・ 二〇七 ・ 二〇八号。
（
47）藤本政行「長篠の戦い」 （ 『朝日百科日本の歴史別冊』一五、城と合戦―長篠の戦いと島原の乱』朝日新聞社、一 九三年） 。
（









濃・三河・遠江から後退することになるが、柴裕之氏が指摘するように当時、信長はこの戦いに集中 が可能となる優位な戦況下にあった（柴裕之「長篠合戦再考―その政治的背景と展開―」 『織豊期研究』一二号、二〇一〇年、同「長篠合戦の政治背景」 『武田氏年表
　
信虎・信玄・勝頼』





51） 「古谷文書」 （ 『大日本史料』一〇ー二五、 三二〇頁） 。
（
52） 『愛知』九八一号、 『当代記』 。
（
53） 『信長公記 巻 。
（






56） 「小嶋吉右衛門家文書」四号（ 『福井』七） 。
（
57） 「朝倉始末記」 「桜井家文書」四号（ 『福井』二） 。
（
58） 「桜井家文書」四号（ 『福井』二） 。
（
59） 「朝倉始末記」 、 「滝谷寺文書」一四四号（ 『福井』四） 、 「安楽山産福禅寺年代記」天正二年（ 『加能地域史』一一号、一九八六年） 。
（





62） 「石徹白文書」 （ 「石徹白徳郎氏所蔵」四三号（ 『岐阜』史一） 。理乗は下間頼照である （谷下一夢 「本願寺の坊官下間氏について」 『龍谷学報』 三二一号、一九三八年。同『増補真宗史の諸研究』 、同朋舎、一九七七年に所収） 。
（
63） 「経聞坊文書」三三号（ 『岐阜』史一 、 『新訂寛政重修諸家譜九』五三四。盛数の息盛枝は、永禄七年 一五六四）に郡上郡に入っている（ 「荘厳講執事帳」長滝寺文書『白鳥町史』史料編） 。
（
64） 「根尾宗四郎氏所蔵文書」一号（ 『福井』二） 、 「朝倉始末記」 、杉浦玄








67） 「立石区有文書」一号（ 『福井』八） 、 「法雲寺文書」二九～三二号（ 『福井』五） 、 「専福寺文書」 （友兼）一号（ 『福井』七） 。
（






















77） 「信長文書」五五九 ・ 五六〇 ・ 五 一号 ・ 五六一号［参考］史料 『信長公記』巻八では、信長は、一〇月二 日に松井友閑と三好康長を本願寺 遣わし、本願寺を赦免したと記している。池上裕子氏は、和議の条目が一〇月五日にはほぼ固まっていることから、和睦交渉は九月のうちにはじ っていたと指摘する（池上裕子『織田信長』吉川弘文館、二〇一二年、一二〇頁） 。しかし、 交渉が進められ しても、 信長の朱印状 発給されていない
（
78） 『信長文書』八五三号［参考］史料 ・ 八六四号［参考］史料、 「安養寺文書」一〇号、 「鷺森日記」 （ 『真宗史料集成』 三） 、 『多聞院日記』 天正八年八月五日条、




80） 木越祐馨「教如と石山合戦および在国期の北陸」 （ 『教如と東西本願寺』
法藏館、二〇一三年） 。なお、木越氏は、五ヵ条目を四ヵ条目としている、前節一項で検討した下間豊前法橋宛安養寺乗了書状・最勝寺専賢書状では、郡上を「小谷」 「郡内少谷」と記している（ 「安養寺文書」一九 ・ 二〇号） 。
（
81） 「高山別院照蓮寺文書」三八号（ 『岐阜』史一） 、註（
80）木越前掲論文。
（
























93） 「長久寺文書」一号（ 『岐阜』史一） 、 清水進「石山合戦と濃尾の門徒」 （ 『岐阜史学』九七号、二〇〇一年） 。
（








96） 「小嶋吉右衛門家文書」 五号、 「長勝寺文書」 一号、 「西念寺文書」 一 ・ 二号 （ 『福井』七） 。
（


















『当代記』 ・ 「家忠日記増補」四（ 『大日本史料』一〇―一一、 一二二～一二三頁）では、 三方原合戦時の武田勢の兵力を、 それぞれ二万 ・ 四万と記している。その実数は定かではないが、少なくとも、長篠合戦時より多い兵力を擁していたと思われる。
 
